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貧
困
と
格
差
の

是
正
の
年
に

日
本
の
企
業
は
史
上
最

高
の
利
益
を
あ
げ
て
、
景

気
も
回
復
し
て
き
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
私
た

ち
の
生
活
に
そ
の
実
感
は

あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
者
間

の
格
差
も
拡
大
し
、
そ
の

う
え
、
増
税
や
社
会
保
険

料
の
値
上
げ
、
年
金
の
改

悪
な
ど
生
活
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
春
闘

と
国
政
選
挙
で
安
心
し
て

生
き
ら
れ
る
国
に
変
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

今年もよろしくお願いします

賃
金
の
底
上
げ
が
必
要

昨
年
の
春
闘
の
賃
上
げ
は

全
産
業
で
六
一
九
四
円
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
沖
電
気

で
は
30
歳
の
技
術
労
働
者
で

五
百
円
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）

で
し
た
。

今
年
は
一
月
に
所
得
税
、

六
月
に
は
地
方
税
の
定
率
減

税
が
全
廃
さ
れ
、
年
収
五
百

万
円
の
人
で
月
額
千
五
百
円

の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。
財

界
は
技
術
系
労
働
者
（
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
）
の
残
業
代
を

払
わ
な
く
て
も
良
い
、
と
す

る
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
労

働
法
制
の
改
悪
を
ね
ら
っ
て

い
ま
す
。

一
月
下
旬
か
ら
春
闘
の
職

場
討
議
が
始
ま
り
ま
す
。
職

場
の
声
を
出
し
合
い
、
生
活

破
壊
を
食
い
止
め
る
春
闘
に

し
ま
し
ょ
う
。

今年の干支は 亥（い）え と

日本では”猪突猛進”の野性的な

勢いをもつ猪（いのしし）年ですが、

十二支発祥の地の中国、さらにベト

ナム、韓国などでは「ブタ年」です。

猪が家畜化してブタになったという

親戚同士で、ブタは中国では「富」

を象徴する動物とされています。今

年の｢ブタ年｣は600年に1度の『黄

金のブタ年』で、金運や財産に恵ま

れると言われていますが、民俗学な

どの学者らは「初耳」「今までの文

献の中にはない」という反応。それ

でも、日本以上に出生率の低下して

いる韓国ではベビーブームも期待さ

れているようです。

年男・年女
1,063万人

総人口（1億 2773万人）に占める

亥年生まれの割合は8.3%で十二支の

なかで9番目。女性は546万人、男性

517万人。年代別では今年60歳を迎

える1947年生まれが一番多く225万

人。年金支給の先送りと「2007年問

題」といわれるほど今年の定年が社会

問題になっていますが、2006年 4月

施行の「高年齢者雇用安定法」により、

定年後も働き続けられる制度ができま

した。

新
春
の
思
い

今
年
は
「
亥
年
」。

猪
突
猛
進
（
ち
ょ

と
つ
も
う
し
ん
）
と
い
い
ま
す

が
、
「
海
外
で
戦
争
を
す
る
道

を
ま
っ
し
ぐ
ら
」
に
進
む
国
に

は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年

は
防
衛
庁
の
「
庁
」
か
ら
「
省
」

へ
の
昇
格
、
憲
法
改
悪
へ
の
前

し
ょ
う
戦
と
い
わ
れ
て
い
た
教

育
基
本
法
の
改
定
な
ど
が
行
わ

れ
、
な
に
や
ら
き
な
臭
く
な
っ

て
き
た
年
で
し
た
▼
民
主
主
義

と
は
多
く
の
人
が
望
む
こ
と
の

実
現
、
多
数
決
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
現
実
は
多
く

の
人
が
望
ん
で
い
な
い
海
外
で

戦
争
を
す
る
国
へ
の
道
が
開
か

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
絶
対
的
に

国
会
で
多
数
を
占
め
て
い
る
自
・

公
与
党
が
、
戦
争
へ
の
道
を
選

択
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で

す
▼
寄
せ
集
め
の
政
党
、
民
主

党
に
も
戦
争
へ
の
道
を
望
ん
で

い
る
議
員
が
い
ま
す
。
今
年
は

一
斉
地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
何
も
か
わ

ら
な
い
と
言
っ
て
選
挙
を
棄
権

し
な
い
で
、
平
和
を
守
り
、
海

外
に
「
軍
隊
で
あ
る
自
衛
隊
」

を
派
遣
し
な
い
こ
と
を
公
約
に

し
て
い
る
議
員
を
多
く
当
選
さ

せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
▼

「
初
詣
・
初
日
の
出
」
で
願
う

こ
と
は
昨
年
一
年
を
無
事
で
過

ご
せ
た
こ
と
の
お
礼
、
今
年
一

年
の
家
族
の
安
全
で
す
。
ア
メ

リ
カ
に
協
力
し
て
外
国
で
戦
争

を
す
る
こ
と
な
ど
願
っ
て
は
い

ま
せ
ん
。

（
北
）
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◎連合 1 ％以上の成果配分 労働時間 1800 時間の実現
企業内最低賃金を時給で 850 円以上

◎電機連合 月額 2000 円以上
職種別要求方式に変更

◎全労連・春闘共闘 誰でも 1 万円以上
最低賃金を時給 1000 円以上 月額 15 万円以上

◎金属労協 35 歳最低賃金 21 万円 労働時間の短縮

どんど焼き

１月１５日前後(小正月）

平安時代に行われていた宮中行

事が起源といわれ、正月飾りや古

いお札、書き初めなどを燃やし吉

凶を占ったり魔除けなどさまざま

な目的で行われる火祭です。その

火で団子や餅を焼いて食べ、無病

息災を願うなど地方によって内容

や呼び方も多彩。

(おんべ焼き、とんど

焼き、さいと

焼き、など)

Ｕ
１
棟
は
九
四
年
に
当
時

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
（
読
み
書
き
が
自

由
に
行
え
る
大
型
メ
モ
リ
）

を
主
体
に
稼
動
を
開
始
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
経
営
判

断
に
よ
る
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
か
ら
の

撤
退
、
デ
バ
イ
ス
開
発
を
中

心
と
し
て
今
日
ま
で
稼
動
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
会
社
は
、「
稼
動
必

要
コ
ス
ト
が
年
間
数
十
億
要

す
る
の
で
、
採
算
に
合
わ
な

い
」
と
し
て
今
年
三
月
迄
に

Ｕ
１
棟
を
い
っ
た
ん
収
束
す

る
、
と
発
表
し
ま
し
た
。
装

置
も
含
め
宮
城
沖
、
宮
崎
沖

に
移
管
し
、
関
わ
っ
て
い
た

労
働
者
に
つ
い
て
は
「
八
王

子
地
区
内
の
半
導
体
関
連
職

場
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
企
業
へ

の
再
配
置
を
考
え
て
い
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｐ

（
ウ
エ
ハ
ー
プ
ロ
セ
ス
以
降

の
Ｉ
Ｃ
製
造
工
程
）
の
移
管

や
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
社
へ
の
マ
ス
ク

部
門
の
売
却
、
逆
に
日
本
テ

キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン

ト
の
液
晶
ド
ラ
イ
バ
の
買
収

な
ど
そ
の
都
度
、
労
働
者
は

負
担
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
も
退
職
す
る
労
働

者
が
で
て
い
ま
す
。

経
営
施
策
の
責
任
が
問
わ

れ
ま
す
が
、
労
働
者
に
犠
牲

を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う

労
使
の
対
応
が
必
要
で
す
。

八
王
子
の
Ｕ

1
棟
を
い
っ
た
ん
収
束

労
働
者
（
約

70
名
）
は
ど
う
な
る
の
？
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各

団

体

の

要

求

若者も
中高年も

夢の持てる
社会に！
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パ
ネ
ラ
ー
は
「
企
業
が
つ
く

る
就
業
規
則
を
み
と
め
る
な
ど

抜
け
道
が
あ
る
」｢

恣
意
（
し
い
）

的
な
排
除
は
改
め
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
」
「
高
齢
化
社
会
で
の

労
働
条
件
の
抑
制
が
狙
い
」

「
老
後
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る

社
会
保
障
制
度
が
必
要
」
な
ど

と
、
語
り
ま
し
た
。

沖
・
職
場
の
参
加
者
は
「
沖

電
気
の
労
使
協
定
は
、
職
務
グ

レ
ー
ド
（
階
級
）
に
よ
る
選
別

条
項
が
あ
る
の
で
改
善
が
必
要
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

〇
二
年
十
二
月
に
沖
電
気

の
中
島
・
九
州
支
社
副
社
長

や
有
永
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ

ン
パ
ニ
ー
公
共
シ
ス
テ
ム
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
防
災
無
線
の

統
括
責
任
者
）
な
ど
が
、
当

時
の
吉
村
町
長
に
三
百
万
円

の
賄
賂
を
渡
し
、
東
芝
、
富

士
通
、
日
本
電
気
な
ど
を
退

け
る
談
合
（
競
争
入
札
妨
害
）

を
行
い
二
億
四
千
九
百
五
十

万
円
で
落
札
し
た
事
件
。
〇

四
年
に
は
町
長
、
中
島
、
有

永
氏
な
ど
に
有
罪
の
判
決
。

沖
電
気
は

担
当
労
働
者
を
解
雇

会
社
は
こ
の
事
件
へ
の
関
与

を
明
確
に
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

町
の
監
査
委
員
会
で
も
四
千

四
百
九
十
万
円
の
損
害
が
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

裁
判
は
贈
賄
側
・
沖
電
気
の

支
払
い
責
任
を
求
め
て
町
民

が
訴
え
て
い
た
も
の
で
す
。

高
齢
者
雇
用
安
定
法

厚
生
年
金
の
支
給
が
六
十
五
歳
ま
で
段
階
的
に
引
き
上上上上

げげげげげげげげ
ら
れ
た
事
に
伴
い
企
業
に
六
十
歳
以
上
も
雇
用
継
続
をををををを

義義義義義義義義
務
づ
け
た
も
の
。
二
〇
〇
六
年
四
月
施
行
。
企
業
は
①①①①①①①①

定定定定定定定定
年
を
引
き
上
げ
る
②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
③
定
年
制制制制制制制制

度度度度度度度度
の
廃
止
ー
の
い
ず
れ
か
の
措
置
が
必
要
。
「
年
金
支
給給給給給給給給給

まままままま
で
の
安
定
し
た
雇
用
確
保
」
「
希
望
者
全
員
の
雇
用
」

ががががががが
法
の
趣
旨
で
す
が
選
別
雇
用
や
労
働
条
件
の
引
き
下
げげげげげげ

ななななななな
ど
の
趣
旨
違
反
の
企
業
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

雇用・年金・命とあすへの希望を求めて

「高齢者雇用安定法」をかんがえるシンポ開催
元･ハローワーク所長、埼玉労働委員会の委員、弁護士をパ

ネラーに「選別雇用はみとめられない」を学ぶ（埼玉・本庄）

大
分
・
旧
湯
布
院
町･

防
災
行
政
無
線
入
札
談
合
事
件
判
決

沖
電
気
へ
四
千
四
百
九
十
万
円
の

返
還
請
求
命
令
・
・
沖
社
員
か
ら
町
長
に
賄
賂

《
〇
六
・
十
二
・
二
十
一

大
分
地
裁
》

能
率
上
が
っ
た
の
に

ま
だ
赤
字
？

【
沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
】

「
能
率
が
上
が
れ
ば
黒
字
に
す

るるるるるるるる
こ
と
が
出
来
る
」
と
の
理
由
で
、

七七七七七七七七七七
月
か
ら
多
く
の
パ
ー
ト
労
働
者

をををををををををを
「
雇
い
止
め
」
で
解
雇
し
て
き

まままままままままま
し
た
。
「
一
％
能
率
が
上
が
れ

ばばばばばばばばばばばば
百
万
円
の
利
益
が
見
込
ま
れ
る
」

とととととととととと
の
か
け
声
の
下
、
従
業
員
は
涙

ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
ま
し
い
努
力
を
し
能
率
は
百
十

％％％％％％％％％％％
に
。
と
こ
ろ
が
、
先
日
の
業
績

説説説説説説説説説説説
明
会
で
は
、
そ
れ
で
も
赤
字
！

理理理理理理理理理
由
は
「
原
価
率
が
悪
い
、
も
の

ののののの
流
れ
が
悪
い
」
と
い
う
も
の
。

こ
ん
な
会
社
の
発
表
に
、

「
“
原
価
率
の
低
い
仕
事
は
し
な

いいいいい
”
は
ず
だ
っ
た
の
で
は
？
」
と

いいいいい
う
声
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
こ
の
会
社
は
黒
字
に
な
る
の
を
、

ああああああああああ
れ
こ
れ
理
由
を
つ
け
て
避
け
て

いいいいい
る
の
で
は
な
い
か
。
会
社
の
い

ううううううううううう
こ
と
は
信
用
で
き
な
い
」
と
の

声声声声声声声声声声声
も
。

「
組
合
が
あ
れ
ば
な
・
・
・
」

【
群
馬
】

年
末
、
「
分
社
化
」
に
よ
っ
て

転転転転転転転転転転転転
籍
し
た
知
り
合
い
と
出
会
い
ま

ししししししし
た
。
「
仕
事
の
方
は
ど
う
だ
」

とととととととととと
聞
く
と
「
毎
日
帰
り
が
遅
く
て

大大大大大大大大大大大
変
だ
。
立
場
上
な
か
な
か
帰
れ

ななななななななななな
く
て
」
と
言
い
ま
す
。
サ
ー
ビ

スススス
残
業
が
当
た
り
前
で
「
こ
の
ま

まままままままままま
で
は
過
労
死
か
な
」
と
笑
い
な

がががががががががが
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。
「
自
己

防防防防防防防防防防防防
衛
で
手
帳
か
カ
レ
ン
ダ
ー
に
、

仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事
の
内
容
を
簡
単
に
メ
モ
っ
て

退退退退退退退退退退
社
時
間
を
必
ず
書
い
と
け
」
と

言言言言言言言言言言
う
と
ま
た
笑
い
な
が
ら
「
そ
れ

ででででででで
内
部
告
発
か
」
と
の
返
事
。
そ

し
て
「
組
合
で
も
あ
れ
ば
多
少
は

違
う
か
も
し
れ
な
い
よ
な
」
と
。

同
じ
場
所
で
同
じ
仕
事
を
し
て

い
て
、
会
社
だ
け
が
変
わ
る
「
分

社
化
」
に
よ
っ
て
未
組
織
労
働
者

が
増
え
、
賃
金
ダ
ウ
ン
。
労
働
組

合
の
組
織
率
が
一
八
・
二
％
に
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
る
理
由
を
実
感

し
ま
し
た
。

ボ
ー
ナ
ス
の
た
め
息
【
東
京
】

ボ
ー
ナ
ス
は
「
業
績
低
迷
に
よ

り
前
期
よ
り
数
万
円
ダ
ウ
ン
」
と

か
。
以
前
は
平
均
二
・
五
ヶ
月
は

確
保
さ
れ
て
い
た
の
に
、
い
よ
い

よ
二
ヶ
月
に
も
届
か
ず
、
し
か
も

格
差
拡
大
で
二
ヶ
月
を
下
回
る
人

が
大
半
に
。
さ
ら
に
税
金
・
保
険

料
の
控
除
額
の
大
き
い
事
！

「
最
近
の
ボ
ー
ナ
ス
は
夢
も
希
望

も
な
い
な
ぁ
」
「
出
る
だ
け
ま
し
、

ボ
ー
ナ
ス
な
ん
か
な
い
人
も
い
る

ん
だ
か
ら
」
・
・
支
給
額
を
見
て

た
め
息
が
漏
れ
る
の
も
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。

労
働
組
合
は
派
遣
社
員
の

労
働
条
件
改
善
も

【
本
庄
】

昨
年
は
大
企
業
で
偽
装
請
負
や

非
正
社
員
の
増
加
な
ど
が
大
き
な

問
題
に
な
り
ま
し
た
。
本
庄
工
場場場場場場場場場場場

に
も
派
遣
社
員
が
た
く
さ
ん
い
まままままままま

す
。
同
じ
職
場
で
働
く
派
遣
社
員員員員員員員員員員員員

で
も
、
時
給
・
年
休
・
健
康
診
断
・

残
業
割
増
・
社
会
保
障
な
ど
会
社社社社社社社社社社社社社

に
よ
っ
て
働
か
さ
れ
方
が
違
っ
ててててててて

い
ま
す
。

専
門
職
で
三
年
、
製
造
部
門
ででででででで

一
年
働
け
ば
、
正
規
社
員
に
し
ななななななななな

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
労
働
者者者者者者者者者者者者

派
遣
法
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
ててててててて

い
ま
せ
ん
。
同
一
労
働
・
同
一
賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃

金
の
原
則
も
派
遣
社
員
に
は
通
用用用用用用用用用用

し
ま
せ
ん
。
事
実
上
の
野
放
し
ににににににににに

な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
労
働
組
合
の
役
割
が
問
わ
れれれれれれれれれ

て
い
ま
す
。
沖
電
気
に
働
く
す
べべ

て
の
労
働
者
の
労
働
条
件
を
調
査査査査査査査査

し
、
労
働
条
件
を
改
善
さ
せ
る
ここここここ

と
が
組
合
員
の
労
働
条
件
向
上
ににににににににに

つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
が
。

特
別
金
支
給
さ
れ
る

「
賃
金
も
上
げ
て
よ｣

の
声

【
ジ
ェ
イ
・
ア
イ
・
ピ
ー
・

テ
ク
ノ
】

〇
二
年
に
沖
電
気
本
庄
か
ら
分
社社社社社社社社社社社社社

化
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｐ
テ
ク
ノ
。
賃
金
ははははははははは

約
三
割
ダ
ウ
ン
し
賃
上
げ
も
あ
りりりりりりりりり

ま
せ
ん
。
〇
六
年
年
末
の
一
時
金金金金金金金金金

は
一
・
六
ヶ
月
と
プ
ラ
ス
「
皆
さささささささささ

ん
の
協
力
で
今
期
の
業
績
が
よ
か
っっっ

た
の
で
」
と
、
特
別
金
（
十
万
円円円円円円円円円円円円

か
ら
二
十
万
円
）
が
支
給
さ
れ
まままままままま

し
た
。
沖
電
気
と
同
額
程
度
の
一
時
金金金金金金金金金

総
額
に
職
場
で
は
笑
顔
が
見
ら
れれれれれれれれれ

ま
し
た
。
「
三
割
も
ダ
ウ
ン
し
ててててててて

い
る
賃
金
を
上
げ
て
欲
し
い｣

「
仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕

事
が
海
外
に
移
転
さ
れ
る
の
で
、

今
後
が
心
配｣

な
ど
の
声
も
聞
か
れれれれれれれれれ

ま
し
た
。

沖
電
気
の
本
庄
工
場
（
現
・
生
産

サササササササササササササ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
）
の
派
遣
労
働
者

ののののののの
人
数
は
、
現
在
約
二
百
人
で
す
。

従従従従従従従従従従従従従従
業
員
比
率
の
約
三
〇
％
に
な
り
ま

すすすすすすすすすすすすすす
。一
〇
年
前
は
千
二
百
人
を
超
え
て

いいいいいいい
た
従
業
員
は
現
在
四
百
八
十
五
人

（
〇
六
年
三
月
・
有
価
証
券
報
告
書
）
。

リリリリリリリリリリリリ
ス
ト
ラ
や
分
社
化
で
激
減
し
て
し

ままままままままままままま
い
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
増
加
し
た

ののののののの
が
派
遣
労
働
者
で
す
。

世世世世世世世世世世世世世
の
中
、
失
業
者
の
増
加
で
派
遣
会

社社社社社社社社社社社社社社社
は
急
増
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
派

遣
会
社
間
の
競
争
激
化
に
と
も
な
い

値
引
き
合
戦
に
、
派
遣
労
働
者
も
巻

き
込
ま
れ
、
一
〇
年
前
は
平
均
千
三

百
円
の
時
給
が
、
平
均
千
百
円
ま
で

ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
、
本
庄
地
区
に
は
、
約
二
〇

社
が
、
労
働
者
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
セ
イ
デ
ン
社
の
時
給
が
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

働
い
て
も
生
活
保
護
基
準
以
下
の
生

活
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

成
果
主
義
賃
金
制
度
の
、

工
場
労
働
者
の
評
価
は
低
い

生
活
を
無
視
し
た
賃
金
制
度
は
、

比
較
す
る
相
手
が
、
中
国
の
労
働
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

の
賃
金
で
あ
っ
た
り
、
派
遣
労
働
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

で
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
急
変
し
ままままままままままままままままままままま

し
た
。
勤
続
三
五
年
を
超
え
て
も
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

給
が
二
五
万
円
の
人
も
。
こ
れ
で
は
、

生
活
は
で
き
ず
、
派
遣
労
働
者
か
らららららららららららららららららららららら

「
沖
電
気
の
正
規
社
員
に
は
な
り
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

く
な
い
」
の
声
を
聞
き
ま
す
。

派
遣
も
正
規
も
「
生
活
で
き
る
賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃

金
」
の
実
現
が
切
望
さ
れ
ま
す
。

俺
（
正
規
社
員
）
の
賃
金
も
下
げ
ら
れ
た

派
遣
労
働
者
の
賃
金
が
下
が
っ
て
も

関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら

〇
六
年
十
一
月

に
「
沖
電
気
の
職

場
を
明
る
く
す
る

会
」
も
加
わ
っ
た

実
行
委
員
会
に
よ

り
開
催
。
参
加
者

は
満
席
の
八
十
五

人
で
し
た
。


